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教 師 評 定 反 応 的 攻 撃 性 尺 度
(Dodge&Coie,1987)．中学 1~3 年生(1,069 名)． 
③研究 3「中学生の能動的・反応的攻撃性の
因子構造の検討」：自記式能動的・反応的攻




トリー (秦 ,1990)，非行接近 /抑制尺度 (近
藤,2004)，青年用多次元共感尺度(登張,2003)，
関係性攻撃尺度(櫻井,2003)，向社会的行動尺
度 (横塚 ,1989)，青年用自己表明尺度 (柴
橋,2001)．サンプル１，高校 1~3 年生 587 名：















プル 1，大学生 264 名；サンプル２，251 名；




























尺度(前田他,2001)．中学 1~3 年生(603 名)(研
















a.中学生用尺度の作成 研究 1 では，中学 
1~3 年生 1,568 名を対象に 30 項目からなる 
自記式能動的攻撃性尺度が作成された．仲間 
支配欲求，攻撃有能感，攻撃肯定評価，欲求 






 研究 2 では，中学 1~3 年生 1,069 名を対象 
に，17 項目からなる自記式反応的攻撃性尺度 
が作成された．報復意図，怒り，外責的認知 
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 研究 5 では，粗暴犯罪により少年院に入所




























































































b.道具的挑発場面での検討 研究 9 では，中学
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連を示した Brendgen et al.(2001)や Vitaro 
et al.(1998)と整合する結果である． 
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